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1-2-1 工事期間の制約下における鋳鉄管部の再構築工事について 

（大手町幹線再構築工事） 

 

中部下水道事務所 再構築推進課 安田 治人 

 

1. はじめに 

大手町幹線は、布設から 50 年以上経過しており、一部の圧送区間において劣化が原因に

よる汚水の漏水事故が複数回発生していることから、早急な対策が必要である。 

 ここでは、大手町幹線の鋳鉄管部（圧送管部φ1600,L=42ｍ）における内面被覆工法によ

る再構築工事を設計した際の課題と解決策を報告する。 

 

2. 大手町幹線再構築工事について 

2.1 大手町幹線の概要 

 案内図（図 1）は千代田区大手町二丁目付近 

の地図であり、大手町幹線全体の位置を示して 

いる。 

 大手町幹線は、銭瓶町ポンプ所と中段幹線と 

つなぐ径 1.6ｍ、延長約 700ｍの幹線であり、 

銭瓶町ポンプ所から送水される汚水を中段幹線 

へと流下させている。 

 銭瓶町ポンプ所から約 40ｍは鋳鉄管、そこから中段幹線との接続部までの約 660ｍはコ

ンクリート管で構成されており、人孔は中間に 1 箇所、中段幹線との接続部に 1 箇所の計

2 箇所のみである。国道 1 号上では、伏越し区間も存在する。 

 銭瓶町ポンプ所は、大手町二丁目常盤橋地区第一種市街地再開発による新ポンプ所移転

を令和 4 年 4 月に控えており、そのため、新ポンプ所から既設管までの区間は常盤橋再開

発にて、鋳鉄管が新設されている。 

 今回工事区間は図 1にて、赤色で示している鋳鉄管部の径 1.6m、延長 42ｍの区間である。 

2.2 大手町幹線の現状 

  図 2 は大手町幹線にて行われた補修履歴とその位置を示している。 

 劣化が原因となり、④の箇所では写真のとおり、幹線からの漏水が確認されている。ま

た⑤の箇所では写真のとおりエアー漏れ（泡）が確認されている。 

 現状の対策として、銭瓶町ポンプ所では大手町幹線と銭瓶幹線の 2 つの幹線へ送水でき

るところ、各幹線ともに最大ポンプ 2 台での運転を控え、各ポンプ 1 台での運転として、

管路へ圧力をかけないようにしている。 

 しかし、抜本的な対策を講じないと、道路陥没を引き起こし第三者へ被害をおよぼす可

能性がある。 

図 1 大手町幹線の案内図 
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2.3 大手町幹線再構築の施工状況と今回工事の施工範囲 

 大手町幹線は図 3 の緑線部分の 225ｍを平成 

30 年から令和元年にかけて再構築実施済みであ 

る。施工に必要な出入口として人孔を新設し、 

製管工法にて、鉄筋コンクリート管部を更生し 

ている。 

 今回は未施工部分のうち、鋳鉄管部を施工す 

る。残りの区間は現在他企業の工事と施工場所 

が重なっているため、関係各所と調整しつつ施工時期を調整していく。 

 

3. 設計上の課題について 

3.1 時間的制約 

前提条件として、銭瓶町ポンプ所は大手 

町幹線と銭瓶幹線の 2 つの幹線へ圧送が 

可能なポンプ所である。 

現在、銭瓶町ポンプ所は常盤橋再開発によ 

り移転が令和 4 年 4 月に予定され、新ポンプ所と既設幹線を接続させる工事が行われてお

り、施工する側の幹線への汚水圧送を止め、もう一方の施工しない幹線のみでの汚水圧送

で対応している。 

また新ポンプ所と銭瓶幹線を接続させる作業に際しては、手順上、現銭瓶町ポンプ所と

銭瓶幹線との接続を断ち、銭瓶幹線へ圧送できなくなってしまうことから、この接続作業

は銭瓶幹線が使用できなくなる期間を短くするため、再開発工程の工期末となる令和 3 年

10 月から開始となっている。 

上記の状況を踏まえ、常盤橋再開発の工程に影響が出ないよう配慮すると当方の工事は

令和 3 年 4 月から令和 3 年 9 月までに限られることとなり、時間的な制約が生じた。 

 

図 2 大手町幹線の維持補修履歴 

図 3 大手町幹線の施工状況 

図 4 大手町幹線と銭瓶幹線 
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3.2 工法選定の条件 

図 5 のとおり、大手町幹線の直上には街路樹の高木が植えられており、また A-A 断面図

のとおり、大手町幹線は歩道に位置しており、地下埋設物が輻輳している。そのため、開

削による布設替えには高木の移植、地下埋設物の移設が必須となり、制約時間内で施工で

きないため、採用不可とした。 

よって、非開削工法にて検討を進めていくこととしたが、大手町幹線自体がほぼ直角に

曲がり、既設管が鋳鉄管（φ1600）であるという特殊な現場条件をクリアする工法選定が

必要となった。 

 

 

3.3 施工環境 

大手町幹線は、人孔が 2 箇所しかなく、施工区間までの間に伏越し部も存在する。その

ため、人孔を搬入口として利用する場合は伏越し部の滞留汚水の排水が必要である。 

人孔にて搬入搬出を行う場合、国道 1 号（永代通り）上に作業帯を設置するため、他企

業が行っている工事と競合してしまう。 

また中段幹線とも落差がなく接続しているた 

め、中段幹線からの逆流も懸念される。 

 これらの制約、特性を十分に踏まえ、実現 

に向け設計を行った。 

 

4. 解決策 

4.1 自立管（製管工法）の採用 

先述のとおり、開削工法が採用不可であるため、非開削の更生工法を考えた場合、既設

管が鋳鉄管であるため、複合管（製管工法）では安全性の評価ができない。更に、曲線箇

所があり、反転・形成工法でも品質が確保できないことから製管工法のうち、通常の SPR

工法とは異なり、プロファイルによる更生管だけで自立強度を確保する自立管（製管工法）

表 1 再開発の施工スケジュールと時間的制約 

図 5 再開発の施工スケジュールと時間的制約 

図 6 施工環境 

他 企 業 工 事  
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の SPR－SE 工法（図 7）を採用することとした。 

プロファイルをスチール部材にて補強し、自立強度を確保 

できることから、既設の管種（鋳鉄管）を問わず施工でき 

る。なお、曲線部では、通常の SPR 工法と同様に製管が途 

切れるため、一般的な幹線再構築での対応と同じく FRP 仕 

上げとした。 

SPR－SE 工法のみの工期を算出した結果、図 8 のとおり 

実日数 14 日程度あれば施工完了でき、施工できる環境を整 

えられれば、時間的な制約もクリアできると判明した。 

 

 

 

 

 

4.2 幹線内の環境整備 

SPR－SE 工法の施工に際しては、施工区間の起点側と終点側に搬入口が必要となる。起

点側では、銭瓶町ポンプ所からの出入りが出来、さらに施工区間に近い人孔を活用するこ

ととし、この区間を行き来できるような幹線内の環境整備が必要となる。そのためには、

まず銭瓶ポンプ所から大手町幹線への汚水圧送を停止し、中段幹線からの逆流を防ぎ、幹

線途中にある伏越し部にたまった汚水を排水する必要がある。 

図 7 SPR－SE 工法 

図 8 概略工程表（SPR-SE 工法のみ） 

表 2 工法選定表 
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環境整備のため、まず銭瓶ポンプ所の運転 

切り替えについて、調整を行った。 

月々の下水処理業務に関わる運転の切替え 

であることから、その調整には慎重を期し、 

ポンプ運転の切替え自体の調整を行うこと 

もちろんのこと、切替前には関連 4 課合同 

（お客さまサービス課、ポンプ施設課、建設 

課、再構築推進課）での会議を開催し、切替 

日の調整、切替日当日の体制を相互に確認す 

る等、施工の直前まで主体となって調整を図った。 

加えて、逆流に対し中段幹線との接続部に仮設の角落しの設置、伏越し部の潜水士によ

る調査から汚水排水を見込み、人孔から施工箇所まで安全に到達できるよう計画した。 

 

 

4.3 競合工事との調整 

4.2 で説明した SPR－SE 工法が施工できる幹線内の環境整備を行うためには、大手町幹

線の人孔の蓋を開けての作業が必要となる。しかし、国道 1 号（永代通り）上で作業帯を

張るため、他工事と競合してしまう。 

そのため、本区間で主要な工事との競合作業帯を張れるよう調整し、かつ交通管理者に

も事前協議を行って、競合がある中でも、制約時間内で十分に施工できるよう努めた。 

過年度に大手町幹線の施工を行った際に、競合作業帯を張っていた事例を踏まえ、調整

を行っていった。 

競合工事の進捗状況や周辺の交通状況を確認したうえで、相手方へ当方工事の目的、必

要性をよく説明し、主要な工事、交通管理者双方から競合作業帯での作業について了承を

得ることができた。 

 

 

 

 

 

 

図 9 環境整備 

図 11 競合作業帯 

図 10 潜水士による調査 

主 要な 他 企 業工 事  
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5. おわりに 

 課 題 解 決 が多 い案 件 であったが、事 前 の準 備 ・ 調 整 に尽 力 して施 工 に臨 み、円 滑 に無 事 故 で工

事を完了することができた。 

時 間 的 な制 約 がある中 での設 計 であったため、下 水 道 工 事 の工 法 への幅 広 な知 識 、スムーズな

施工開始を後押しする事前調整の大切さを改めて学ぶことができた事例であった。 

 

図 12 施工後の大手町幹線 
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